
令和７年度 地域連携推進会議 議事録 

 

日時：令和８年２月 26 日（金） 10：00～11：35 

場所：レヂデンス虹 交流室 

出席者：地域関係者（家主）１名、行政（板橋区障害サービス課） １名、家族関係者 １名、 

利用者１名、職員（管理者、世話人）２名 

 

１， 開会挨拶 

管理者より開会挨拶。地域連携会議の趣旨についての説明と参加への謝意、活発な意見交換の

お願いを伝える。 

２， 自己紹介 

「気分調べと一言（赤塚の好きな場所）添えて」にて自己紹介 

３， 本日の流れの説明 

管理者（説明者）より、事業説明、居室見学、利用者からの声、質疑応答・意見交換の流れを

伝える。 

４， 議事（事業説明） 

① 法人の理念、活動と赤塚地域の事業所紹介と連携 

② レヂデンス虹の事業紹介 

・活動の様子 

設立年、職員数、主な対象者、定員、職員数、類型、支援で大切にしていること、利用

者の主な目的、日中の活動の様子、卒業後の様子、プログラムの様子など 

・経理状況 

・利用者の権利擁護のために 

 苦情・虐待防止への取り組み、事故対応やヒヤリハットへの取り組み 

・防災管理 

・健康管理 

③ 居室見学 

④ メンバーからの声 

・利用のきっかけ、入居して変化したこと、一人暮らしの大変さや不安点、応援してほしい

こと、今後の願いなど 



５．質疑応答・意見交換・感想の分かち合い 

 【区関係者より】 

  素晴らしい活動で今日参加出来て良かった。先駆的に共同生活援助の運営をされ、コロナ以

前は他の区内グループホームとの事業所間連携の会を開催されていらしたので、ぜひ区内連絡

会の再開を期待している。というのも、ニュースにもあるように不正請求や悪質なサービス提

供の事業所もあるため、質の確保を期待したい。 

  また、隣接区では災害用に空室１室を確保し運営しようとされているグループホームもあり、

板橋区も行政への働きかけなど応援できないかと感じた次第。利用者さんの転居後の制度活用

（就労支援サービスやヘルパーの活用など）でも応援したい。 

【地域関係者より】 

  JHC 板橋会さんとは⾧い付き合いで、活動も聞かせていただいていたが、改めてこのような

会に参加出来て良かった。これからも⾧く応援したい。転居後も現在通所中の日中活動先のサ

ービスは使えるのですか？→使用可能とのことでよかったです。 

【家族関係者より】 

  家族にうつ病を発症した者がいます。病気には波があり寄り添って過ごしてきた経験があり

ます。また、地域で活動をしてきた経験もあり、福祉事業所を設立するという話が出ると当初

は反対される地域もあったが、このような会もそうだが開かれた環境になってゆくのは良いこ

とだと思った。 

【利用者より】 

  改めてグループホームの説明を聞くことができて勉強になりました。 

【職員より】 

  皆さんから嬉しい言葉をいただけ励みになった。連絡会は都のホーム連に参加しているが、

確かに区の連絡会はコロナ以降に途絶えているので必要性を感じました。 

 隣接区の災害時用の居室の確保などよい取り組みだと感じました。 

日頃から家主様にもことある毎に相談させていただける関係性に感謝しております。 

開催までは緊張しましたが意見交換の機会をいただけ、応援もいただき感謝しております。 

 

６．閉会の挨拶 

 管理者からの挨拶にて閉会する。 


